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電場計測へ一歩前進

宇宙科学研究所鶴田浩一郎

去る 1 月 15 日に鹿児~jの実験場から打ち上げら

れた S -520-9号機に搭載されていた私達の観測器

EFD(ElectricFieldDetcctor) が初めて期待

通りの結呆を:J ~l すことに成功した。制 II定の原理裂を

比出 L，装置の HH 発を始めてから慨に 5 年余りの

歳月が流れている。一つの iJll J定棋の開発のために

は長過ぎるようにも思えるが，試行錯誤の数々を

与えるとやむを符なかったとも忠われる。今から

5 年程!i ij ， EXOS-D 衛庁ーや GEOTAIU$i 星の計画

を目の前にして私は大いに情んでいた。私達のグ

ノレープ(助手の早川君主，院生の中村君と私)はこ

の二つの衛星で電場を測ることを jU 当していた。

当初 jは諸外 I企|の i$ig てe十数年も前から佼われてい

る方法を使うことを巧え検討を始めた.当時この

分野の世界的権威はカリフォノレニア大学パークレ

イ校のモザー教授であった。経験の浅い私 j圭はモ

ザー教授に共!日 l研究者になってもらうことで技術

的な問題を解決しようと巧え彼にその旨中し入れ

た。モザー教授の方も快〈私 i圭の申し入れを受け

て下さり.あらゆる技術的ノウハウ.普通はあま

り人に見せない生データの数々を提供して下さっ

た。これで目出度〈パークレイ版m.場計調 IJ総のコ

ピーを作ることになれば私達もあまり苫労するこ

ともなし宇 Hillf 内外の諸兄に御迷!惑をかけるこ

ともなかったのであるが 。笑は私達の側にそう

することのできない理由がでてきた。従米の司 2場

11!IJ 定の万法というのは，衛星から一対の1tL極を数

十メートル突き山して.その電磁 IHI の電位差を測
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るというものである。電極や1新星本体が測定に及

ぼす ;jl;停を如何に小さくおさえるかというのが大

問題で，下子をすると何を測っているのかわから

なくなる科大きな測定

誤差を止じる危険性を

はらんだ方法である。

x+200~!Ir ，i'凶~争乙一一声主主主モザー教授の貢献は，

誤差の袈因を解明し，

これを取り除〈技術を

掛J拓したところにあっ

た。しかし，彼の最新

の技術を以てしても，

測定に電極を使用する

|浪り， EXOS-D やGE

OTAIU 前星の計開|で求

めている精度の測定は

不可能であることが次

第にはっきりしてきた。

丁Jt:この頃モザー数段

のグループが S3-3 といシステム A

図オ イオン検出器

の出力

う衛星を使って行った

屯場測定の紡来が大き

なセンセーションを巻

きおこしていた。これ

は「オーロラの上雫数

千キロメー l ノレのとこ

ろにパルス性の非常に

大きな7t!.場が存不正する

ことがある J というも

のであった。もし本当

だとすれば，オーロラ

粒子の生成に直按かか

わる大発見である。初

めて，宇宙空間でダブ

ノレレイヤーの存在を実

却することにもなる。

一方，オーロラ上空は

エネノレギ の高い1tt子

の降り込みが激しい場

所で、1tt.極を使った屯

場制 II定の信頼性が最も低いところである。私達の

評価でも，彼の結果をそのまま信じるわけにはい

かないという紡来であった。この問題は EXOS-D

liii 屈が解明しようとしている中心課題でもある。

私達は，是非とも，也極をイ買わない'也場め測定法

を見出す必要にせまられたわけである。

古くから知られているように，有 f1IT.粒子は，磁

場と1t1場の耐iJJが存杭すると，磁場のまわりをま

わりながら，電器;と直角の方向にゆっくりとドリ

フトしてしぺ。このドリフトの方向と大きさを1ft 11

ることが出来れば電磁のない電場測定ができるは

ずて Fある。~lL極の改良に限界を感じた私達は，荷

予E粒 f の運動から電場を求める方 I{JJ に活路を見出

そうと模索し始めた。中村君が修士の学生として

グループに加わった頃である。挟索は蛤めたもの

のうまい方法が見つからないままに，連日，ああ

でもない，こうでもないと議論していた可 1. たま

たま来日したジャンドラン氏が GEOS 衛星で-;u:干

ヒームを用いた電場計測に成功したというニュー

スをもたらした。先を越された一抹の淋しさと，

「これで何とかなる」という安坊の入りまじった

絞雑な気持で，開発者のメノレツ十一氏から詳しい

資料を取り寄せてみた。彼の方法は電子のドリ 7

卜運動そのものを illil る方法で静止軌道の GEOS で
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図3 送出ビームと回帰ビームの相関関敏

は使えるが. ~VI のEXOS-DやGI':OTAILには適

用山来ないことがすぐわかった。しかし. GEOS

の成功は私 i主に測り知れない勇気と希望を与えて

くれた。 GEOS の方法を使うことができない理由

はドリフト最が我々 の場合は大きくなり過ぎるか

らである。凶難はドリ 7 ト最そのものを担 II ろうと

するところから来ており. ドリフトに関係した別

の帝を制 II ることができれば解決のみちがきっとあ

るにちがいないと考えた。答えは， ドリ 7 トに伴

う回転問 WI のずれを測ることにあった。 fl，;主の測

定h法は 2 年位前の lSAS ニュース NO.49 にも紹介

したので，ここでくり返すことはさけるが，裂は，

r電場と磁場にほぼ I直角に打ち出した荷電粧子は

再ひ'元の場所に戻ってくる.このときの飛行時間 l

からItt場が求まる」というものである。

新しい測定の原理は単純で美しくさえあった。

旧来のむ極に伴ういやらしさからも完全に千を切

ることが出米た。測定め精度もあらかじめ ~H1 で

導くことが:J\米る。私達はすぐにでも尖閥化でき

るものと錯覚した。何しろ，粒子源としてのイオ

ン銃と時間測定のためのビーム変調器，それにイ

オン検出総が必要な道具立ての全てである。原理

を見出した翌年の夏実験にかなり無理なお!I iiいを

して乗せてもらった。初めてのロケ y トによる試

験である。私達は徹夜の述統で三千二作 I) に近い試験

機を完成させた。しかし，紡来は大 hの予恕通り，

見ぷに失敗に終った。検出械の高 l土闘路の電流制

限値をまちがったため，スイ y チ ON と同時に高

圧がダウンしてしまったのである。しかし，この

失敗はその後の苦杯の最初 Jの一杯であったようで

ある。初回のような単純ミスこそ少なくなったも

のの，なかなか!点型の証明に至らなかった。私達

をええたものは rn;(理が美しければきっとうまく

いく」という rfiWIJJ と周囲の諸兄の l吸い支援だ

けであった.

今凶の尖験はロケ y トのスピンが設計通りに低

下しなかったため.~場を求めるための二つのデ

タ (T+ と Tー)の一方 T+ のみしか取れなかった

が，図 l に示すように電場(今回は VXB のみ)に

直角な二 hi!' 川、らの戻りビーム，図 2 に示すよう

な相関のピーク(時間測定) ，及び期待通りの時間

ずれ (T →)が得られ，まずは第一関門を突破した

とまえるものであった。 EXOS-D 搭載のためには

未た'技術的問題を残してはいるが.解決出来るも

のと与えている。

録後に噌今回の実験の主任をして下さった向島

教佼はじめこの 5 年間 J，御指導御支援を賜った所

内外の局見に心から感謝しつつ筆をおきたい。

(つるだ こういちろう)
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ズマ研究会 第 6 回

H20 1:1目当
宇宙科学ー講演と映画の会

究所45号館 5 附会議家 円 時 昭和62年 4 月 18 日1I :1

研究所・研究協力株 午後 1 時-4 時30分

係 (467) l lJ1(内235) 場所出楽聞l朝日ホー Jレ

千代田区有楽町 2 の 5 の l

T談話会 有楽町センタ ピノレ11階

Science 挨拶 宇宙科学研究所長小lrI 捻

午後 4 時-5 時 d品 i~l プラックホールをきがす

45 り館 5 階会議本 ー「ぎんが」による X線天文観 n!lj-

立候地研究所助教授) 宇商科学研究所教授織野 文命

}海洋生物研究について J 近未来の字 'w 前到 J

午後 4 時-5 時 ヰ Hi 科ザ研究所教 I~ 秋葉銀二郎

45 り館 5 階会議官 E 映 i幽

菱化成生命科学研究所) M-3S11-3

両分化と並ブ )J -x 線天文 iQ ，jlj!.r ぎんが」の誕生ー

私i地光l)j (1ｫ1
r南極におけ

第54 回 3 月 26 A(,N

宇宙

- Space

第53 回 3H19 円側

お知一……………ヲ
スベースプラ

日時昭和62年

士場晶 所 1字ア Hι

問千令半せ先 ヰヰ宇二三屯:宙科:ザ伊平学:

共|百J .j'IJ JfJ

川崎行繁(ニ

「細胞の.lf':

、主)' *5-520-8号機の打上け'成功

問時A引l 乙女(座)のベーノレを， 口に見え

臥里町 ない光(紫外線)で剥IJ <\という銭
高な U的を持った四、/~jiの地遠鏡(:写JT.)をてっ

ぺんに般んだ S -520-8号織は. 1987年 2 月 22 1:1午

前 l 時 15分. KSC より打ち上げられ，前伎の某教

J霊の誕当パーティを持ねた:民ーの2E験あらたかに，

w慌の500秒あまりの実験は成功慨に終わりました。

4 つの望遠鏡のうち 2 4<は噌アルミの金属鋭(主

鋭 170111 )を刷い. Cs1 を塗った MCP(-;>イクロチャ

ンネルプレート)を使って，紫外域(有効波長150

11m) での乙k庫銀河凶の二次7ttltH撃を行いました。

他の二本は望遠鏡のアスペクトを兼ねた gemの望

遠鏡で.波長I臥}-32011mの範l剖で.恒星I立ぴ背Zt

輯射の抑l光を行いました。安勢制御付で，しかも

観測側からの袈ボ杓度の高い実験ということで，

各方 l耐にわたり気をもむことの多い実験でしたが，

搭載機器担当者は i主夜の高歌放吟で英気を養いつ

つ. ~向i与のりきりました。(l(，中 敬)

*サブミリ波観測に画期的成果-K-9M-80 ー

K-9M-78号機では製遠鏡の主主|捌けに失敗 L. K

9M-80号機でも才l ち卜げが半年延期されていわ

くっき となってしまったサプミリメータ背景放

射観測装;~.は 2 H23 日午前 O 時に無，J:; -I1 ち上げら

れ. 3t皇自の王 l直て・大成。J を収めることができた。

発射後100秒で望速鏡の蓋|剥け. 150秒には第二段

と頭胴書1\の切り離しを行い，その後約500秒まで観

測が行われた。

サプミリメ -?i庄観測装置はすべて完全に動作

-4-



図8 液体ヘリウム充演中の K-9M-80号機砂

L, 3K背景放射の強度，皇|品l座の熱放射強度司更

には系外銀河による背釈放射等にf.Jいて，世界で

初めて杓j支の良い観測怖を与えてくれそうである。

また，昼姿勢百|と地平線般山保も正常で，ロケッ

トの姿勢をよい精度で求めることができる。

(村」浩)

X線天文学衛星「ぎんが」が活動開始

ヨ】o (ゆ〉4泊筑.2001∞

川、
シンチレーシヨン臥屯圃

、吋 内V叫叫 A、骨』

n
3

比閉店j ，~ft後出III

一一一一~\r九 、、、

)1

「ぎんが」搭載の GBD (ガンマ線検出器)が初めて

とらえた宇宙ガンマ線パース卜。パーストは 3 月 3

日 16 時23 介頃発生し、比例言十数管とンンチレーショ

ン計数管の両者が検出した。 GBD の観測は、アメリ

力のロス・アラモス研究所との協同実験である。

された「かじさ!坐」の超音 :Ii Ii!にも向けられており，

全犬をスキャンして X線源の長期的変動を見る全

天モニタ (ASM) は 2 月末に再起新 li 1. ~ X線源

を発見した。また米 1，， 1 ロス・アラモス研究所との

協力によるガン'?t.~パースト検山総 (GGD) も 3

月 2 tIにガンマ線パーストを検出している。(時卜

に概略図)いよいよエンジン全闘である。

一一お詫びと訂正一一

先月号の ISAS ニュース (No71) の「研究紹介 J

のタイトルが ι 原始 !'3if 系の店主と雲"となってい

ましたが，これは凶原始惑押系と俸の雲'が正し

いタイトノレて eす。お詫ひ"の上訂正いたします。

筑間

カつント/ゆ

世間

さる 2 片 5 日，鹿児島宇声 ~IM] 観測所から， M

3SrJl~~ロケット 3 号機により，科ザ衛星 AST

RO-C"が打ち上げられ r ぎんが」と命名され

た(表紙カット・撮影は映像記録係)。

「ぎんが」は rはくちょう j rてんま」に統〈

我が国 3 番目の天文学術星となったわけである。

この日午後 3 時30分，快 II青，時折突風のなか誠

子午とともに飛びιったロケントは順調に飛行 L ，

発射後415秒，第 3段モータに点火，衛mは軌道に

投入された。

衛星4'体は凶角材で、底曲lの l 辺が l メ トノレ，

両さが1. 55メートノレ。重き 420 キロは、我が国の科

学i，~jH としては最大のものである。

2 月 10 日以降，地球の総力紛i を利用して衛星の

歳差運動を減少させた後，一連の姿勢市II御系的車IJ

竹テストを約 3 ;組問かけて尖施したが，その|日J 2

月 12 日に観測前のメイン・エベン l である科ザ観

測機協の I~~j圧電源がスイ y チ・オノされて，観測

機株のJF.'品動f1が峨認された。

その'it:称のとおり r ぎんが」は， sf 街からや

ってくる様々なX線を従える，いわは「汎刷天文

台 J としての機能を千l しており、特に，我々の太

陽系が属している銀河系の外にある X線似を高感

J.a. 高分解能て F系統的に観測することに主眼が置

かれている。共同レスタ 大学およびラザフォー

ド アプルトン研究所との↑品力による大面積比例

計数岱 (LAC) は. さる 2 月 24 日の 3時UTI こ発見

-5 ー



*塩川文相が相模原キャンパス訪問

さる 2 J-J12 円.極川正十店 1\文書~大聞が相校原キ

ャンパスを;I~訪された。小田所長.林教 J萱等と歓

談の後.スペ スチェンパ その他の諸設備を弘

'ずさ i1 ， I，V; 造機能試験制!て 'M-3S 11 担の尾誕等を

見ながら.解説に熱，(，， 1こ 11 を傾けておられた。

字'山研のユニークなシステムによる高い尖績に

深い|則心と感銘を寄せられた憾子が印象に残った。

青柳さんを送る 思いつくままに
楢巻正守

!J年青年 一占柳さんが定年と聞いて「ホント

ーヲ J と思ったのは私だけではないだろう。いつ

も背筋を仰ば L，速くを見つめながら歩〈姿には

若さがついて回っているように見受けられ， とて

も遺贈とは忠われない。

背柳さんとの出会いは取工苧研究所時代の昭和

28 年，やや太めになったもののその山影は当時の

まま， と言ったらオーバーだろうか。 16Ji}~ r:一隅

の電子 ~Ji 微鏡需で.微細!なが;料刊りに熱中されて

いた。もの珍しさもあり.繁〈訪ねてはその名人

公を見せてもらった。

文学 1' f年 今でこそワープロ，ハソコンのご

時世だが，二台，三昔前にはガリ版の全盛時代だ

った。学会;;ンポジウムの講演集. 1申告科の胃 1

も.安〈上げようとすればガリ版のお世話になる.

そこで登場するのが背柳きんであった。

技術屋一一青柳さんはまた，設計・製図の索附

らしいオ能の持主である。独創的なアイデアから

手がけられた多くの機?OS: 装置から，多くの有益

な研究成果が生まれた。 71 柳さんの烏円のトレー

スからは，ある伺の‘長'さえ感じられた。

健康俊良白年一一青柳さんは病気をした記憶が

ないと Hわれる- -圃ー.司

位の健康者であ

る。いつも犯や

かな話し 1i で誰

とでも応対され

る。 30 何年怒っ

た &H を礼たこと

がない。これも

健版維持の僻訣

の一つだろうか。

定年を Hlj にしてまだ沢山のことを学んでおられる

と聞く。軟かい頭脳が保たれ. t草;j(の*-がいつま

でも池れないことを希っている。

各駅停止Ii ともあれ，ポイントを無事通過し

て，一つの区切りを迎えられたことを心よりお慶

び中し上げます。これからはご白分で運転席に坐

って.各駅干 ;~!I I.の列lji.を走らせて十さい一一安全

運転で一一。

終JF1 駅はまだまだ先であることをお祈りします。

野口さん，長い間御苦労様でした
秋元春雄

昔話のできる方， j':r 首l利用係長の野口さんがこ

の 3 月 31 日をもって一つの節目を迎えられること

になりました。

振り返って見ますと'1f t 1-1さんは昭和 32 ij: 8J-Jに

東京大学理工学研究所に勤務され，その後航雫石If

究所.宇宙航空研究所そして宇宙科学研究所とこ

の駒場キャンハス一筋に 11; Iii してこられました。

前半は用度掛長，出納掛長等経坪u刻係事務を，後

半は鋭mil事業係長.共同利1H係長としてロケット

や大気球尖験.共同利用関係$務を tu 当されまし
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た。ご退行にあたり特にWI.;I\II'I\:%;係長 l時代につい

て触れさせていただきたいと思います。

大気球， )也上燃焼，ロケ y 卜打上げの各尖験等

にあたっては総務1/£として三除，能代，内之浦に

III仮し日 Hll1 • ~:正 H も返上、時には制時いうちから

夜遅くまて“it;l起きれましたσ 尖験に立合われた大

気球，ロケ y 卜の機数はかなりの数に達していま

す。また.ロケントrJ上げに先立ち科学技術庁，

とi 術開発半業団との三者で漁業者との事前協議に

も it; III されました。その時は辛かったこと，脊し

かったことが今は懐しい思い出として駒場キャン

パスは勿論のこと ~tに砕lに.そしてロケ y トやl~i

1， i ・大気球に沢山あるのではないでしょうか。

型f 口さんは御承知のように般え目で Ii，ぃ事務処

理l をされてこられました。御山 C-E;がJ十fll:士 1M キャン

ノ守スに j[いのでこれから頑張っていただきたいと

きに退官されることは誠に残念に思います。

政後になりましたが，新たなスタートを迎えら

れるにあたり今日までの長い|削の御背労に傑〈敬

1立を表し今後の御多キをお祈リ申 L r.げます。

野村先生の御退官に寄せて

野村氏也先生は木年 3 )I をもって{亭年を迎えら

れ，ヰニ:'1訂科ザ研究所を ill'f，されることとなった。

先生は終戦後附もないl昭和20年 9 月に東大第二

工学部氾気工学科を1前l卒設になり Iむちに京大大

学院特別研究生として研究のillに入られた。その

後東一人第二 T学部，のち生産技術研究所に助教授，

教授として勤務され，昭和40年からは東大字'出航

塑研究所に，さらにH円相56年にはヰ:街科学研究所

に移られた。この発展{ドJ改組に際してはヰ街航雫

研究所の所長として御-'~\労されたことは記憶に新

しいところて“ある。

御研究はアナログ副知機をはじめとする屯子lui

E告を手がけて肘られたが，やがて糸川，高木fillj先

当をお扶けして宇宙の開発研究に携り，ロケ y 卜

の追跡、データの取得などヰ'1:iJ'エレクトロニクス

において先駆O'J業績を挙げられた。

l昭和45年には宇宙航空研究所の手により日本初

の人工1申it' rおおすみ」が.fJち上げられ，医|民に

3F と 11;望を与えることができたが司ここに主るま

での苫難の道程の実験主任として不!日1の指導力を

発仰された。そのi位校における技術的諮較を足場

として M計画はその後順調に発展 L，f1立近の「ぎ

んが」の尖現に亙るまで数多くの科学術}"jiが誕4

心
小

4
P
1

友直

したが，野村先生は終始リーダーとしてその方向

付けに尽力された。御Ti!i l抵の舞台はさ宇宙研のみに

とどまらず|主|のoj':，巾刷発政策に対しても霊安な員

献をして来られた。

町村先生が今ヰill石Ifを去られることは，多くの

市で寄りかかってきた私どもにとっては大へん揃

手であるが，どうぞ御健康に情意され，今後とも

大所15所から宇宙研の発展に手をお貸し下さるよ

うお願いする次第である。

最後に腰折れを添えて感謝の定を表したいと思

7 。

問答の架:つる海IAiに光ir.tj ち

I主宰くありきおおすみのそら
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LANDSAT

宇宙科学研究所広沢春任

1972 年 7 )J に ERTS と咋ばれる人~ 1:11Ji~ が米間

NASA によって打ち上げられた。ほどなく，その

術lil が捕える地球表 T聞の問解像度の l而像が千也!以

上に情事 tl~ かなものであることが判り， 挙に ill

界'I'の関 'L 、を集めることとなった。これが偉 I皐リ

モートセンシングの始まりである。

1桁!Jl ERTS は軌道にある l百lにランドサット (L

ANDSAT)I ーちと改名された。以後この名前が踏

襲されて， 1975 if.に 2 号， 1978 年に 3 号， 1982 年

に 4 号， 1984 年に 5 号， と打ち上げられてきた。

衛星高度は I 号ーから 3号迄 920km ， 4 号\ 5 号は

約700km て'ある。いずれの術 h' も太陽同 lUI 軌道を取

り，地球上の谷地械を毎 lui その 1也被の同ーの地方

時において観測する。lilL iilll 周期 l は 18 日( 1-3 号)

ないし 16 日 (4 ， 5'!}) である。

l，~j l， t に搭載されている主要な観測装慣はマルチ

スペクトルスキャナ (MSS と略材、)とセ 7ティ y

ク-:7'，/パー (TM と岡市柏、)と日子ばれるものである。

どちらも可視から赤外の範聞に複数例の波長怖を

設け，そこで同時に l耐if象を出力する。出力画像の

セ y トは 71 レチスベクトル画像と呼ばれる。 MS

5 ではバンド数 4 ないし 5 ，空間分解能 (;t， 80m

である。I' Mはランドサット 4 号から悠載されて

いるもので，性能の殺しい向上が図られ，バンド

数 7. ~H~I 分解能 30m となっている。

ランドサント術星によって科られた阿保は，世

界各|主|において.実に多方刷において前周されて

いる。分野によってはまだ研究段附のものも多い

が，地図作成，土地利用調脊，作付 1m被剥宜，森

林調布，環境モニター，地質地形構造調f. t，水

資源調査 i毎i年の沿岸士まの調干 t. 等々 ，利用は多

岐にわたる。

1軒以日 J~ から地球表 l自l を高い空間 i分解能.高い

紡J~ で観 iill] て'きることは技術的には一つの鯖異で

ある。しかし 1府県リモートセンシングの最大の芯

義は地球をグローパルに主J1 il!' J て'きることである。

地球技 1境の l品視.地球のよりー!日の科学的理解，

資iJ~J( の~~四!等，地球の紺持と人類の生存にかかわ

る問題は今後ますます重要さをJi')すと巧えられる

が f幸i l]t,')モートセンシングはそこに有力な鋭拙II

手段を従供するものである。ランドサント衛星の

iii<:大の，E義は I軒早がこのようなグローパルな観測

のための手段となりうることを示した占にあると

忠、う。(ひろさわ・はるとう)

MSS

ランドサツト 4 ， 5号 ランドサツト 1 ， 2 , 3号
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A主主 L§ L_
チャカルタヤ山宇宙線観測所再訪記

宇宙科学研究所秋山弘光

チヤカルタヤ山宇宙線観測所全景

る。その可lの日本のすり由総研究者はインドの金鉱

でI也卜 300001 の所から地卜520001 まで宇ITi~ を求

めて大きく仲ひ'て行った時でもある。

ラパス討i7.(1: 4 日 1:1 ， uJ.JI-I はリマへ発つがI 日にチ

セカノレタヤ山へ登った。間WIでi是也線が故障して

電気がない時であったがあえてをった。ラパスの

3 日間でどうやら高度順応がH1米たろうと思った

からである。中で l 時 1~130分の行似て'lJI.副IlfF!へ行

ける。チャカノレタヤ山へのまま III道を笠り始めた頃

から頭痛が始まった。高山病である。道はしっか

りと保守されている。背より隣りにある 540001 の

スキー場へ米る観光客が多くなった事によるのだ

と説明を聞いた。観測所へiF.を般千lit してゆっく

りと歩き出す。本当にゆっくり歩いては深呼吸し

ないと胸がしめつけられる公がするのだ。建物の

様子は以前と同じである。山腹に円ct~: された雫気

シャワー測定日#の数は以前に比べて 31古も数が!'II

している。それよりも測定普誌の置かれている位置

が 1 km も離れているのには驚いた。 i直に沿って也

いてはあるものの保守点検に行くのにどうするの

だろうと頭桶をしながらでも他人事ではない。岨j

積的には私がいた頃に比して 100 mも大きな '[:1山・

線空気シャワ 望遠鏡なのだとつくづ〈思った。

(これは森本さんが五っている)

2E5ZL シャワー観測械の隣りの建物には， 日本

ブラジル共同の寸'由・線観iilll )jjのエマノレジョンスタ

y クが宇宙線を待ってもう一年 Ill]静かに繍たわっ

ていた。(あきやま・ひろみつ)

南米ボリビアの首都ラパスの飛行場に立ったの

は 2 月 16 10lの午後 51時であった。ボリビア・サン

タクルスに 3 IolHlli' 市イ正した後ラパスへ飛んだが，

サンタクルスの棋日 800m の気候の良い所に比べて

ラパスは 380001 の位 till: にある谷合いの術て“私の様

な平地民族にとってはきびしい環境の街て'ある。

飛行場はア Jレティプラーノ(高い平!血)と呼ば

れる 400001 の大平阪の一端にあり，ここも商刷空

港としては刊界一白い所で，常に固ま索ボンベが同

窓されている。ここから 2 時間 l位 (80km) '1Iで凶

へ IllJ うとチチカカ湖畔 (380001) に出る。

飛行機のタラ y プを降りて空港ロビーまで歩か

される問，美しいアンデスの山々の恕い出が私の

頑の中をかけめぐる。七からワィナポトン III (55

7901), チャカJレタヤ山 (540001 )，そtLにラノマス

の象徴イリマニ山 (688301)である。私向身，も

う機内から，これらの山々が目に入って来た瞬間

から，来た;fえた， NI.立怖れのラパスへ米たと云う

感激で--Ifであった。ここ 4 - 5 年何也l も来よう

と思ったポリビア，ラパスへとうとうやって来た。

22年ぶりにやって来た。あのラパスの:ri~:をふみ

しめられるのだ。

東京オリンピ y クの年.私はこのラバスにいて.

チャカノレタヤ山宇宙線観測所へ毎日登っていた。

1963年から65年にかけて 2 年 3 ヵ月を過ごした土

地である。 Milll b 他人からラパス情勢について聞

いて知識として知ってはいたはずのものが.税尖

に自の前にすると， 22年間の時間lの隔りで術全体

が大きく変貌しているのが4<11 る。

チャカノレタヤ山二i 宙線観測所が H 本の京大店主 f

核研究所.アメリカのMIT，ポリビアのサンアン

ドレス大学の 3 [£1共同で宇山線空気シャワ一実験

を I持l始したのは 1960年前後だと忠う。到来純子の

エネルギーの限界は? 到来方 luJは一線か? μ

中間子をあまり含まない空気ンャワーの到来hluJ

は?等々まだまだ宇宙線とぶうものが少し解り始

めた時j切だったのだろう。それを追求するのに 52

0001 の所まで観測機を持ち上げてしまったのであ
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“上の空"で35年

野村民也

⑮

私が宇宙空間観測事業に関わりを持つようにな

ったのは，見比大生研でAVSA研究班(ISAS NEWS

No. 65 ‘研究紹介'参照)に Jlll えられて以来である。

最初Jはベビーロケ y 卜のテレメータをやれば良い

位の話であって，終ったら再び“地上、，に戻るも

のと思っていた。それが何の運命の致すところか，

ずるずると足掛け 35 年， 白上の空"の生活が続く

ことになって仕舞った。

ベビーのテレメータ装置は 4 ch の FM/FM 方式

て1 我が国初の“本格的いロケ y 卜搭載電 f機

器である。主変調は最初 'JAM の予定て 1f12 波管理局

にもそう腐けてあったが，やって見ると FM の方が

簡単なのて 1金 "I" で変更した。実験が略々 旨〈行き，

報告が 'I'_ill: ji}f~先の特集号として出版されたので，

得々として也被告主 rr 局に届けたところ，数日して

お返ししたいと云う。何故なc" rFM/AM と云

うことで許可したのに， FM/FM と書いてある文

書を民将官庁として受け取る訳には行かない」と

のこと。幸いお省めもなしに済んた'が，普通なら

始末書ものであったろう。

現在も使っている 4m レーダは，ロケ y 卜追尾

用として作られた木邦最初 jのものである。 illll 土駆

動でレスポンスが良いから，僅かなノイズにも駆

動系が応答しようとする。駆動のパワーが大きい

から家 II島袋動 l，一時もじっとしていない。恰も

身を渓わせているようである。これを見た秋聞の

記者日< r出陣の前の武者震いですかな」。それに

してもこのレ ダは，よく故障した。

衛星の時代を迎えようとして r文献でしか触

れることが出来なかったデータが，皮も'白も!揚も

着いた他で自分の物になると思うとわくわくする」

と何かの機会に喋ったことがある。ところが叢を

聞けて Fよるとわくわくする"より"ドキッと

する"ことが初期 iには少なくなかった。 rたんせ

いJ でコ 7ンドが矢位に誤動作したこと rでん

ぱJ の放電事故，衛星ではないが CORSA の打上

げ失敗等々。

どれもこれも幼維のなせる業と冷汗ものである

が，何時の間にか技術は jj主み，打ち上げられた殆

どのロケ y 卜や衛星は順調に倒 Jき，気が十 l いて比

たら，欧米も挟む I也事、を我が [±I は築いていた。昨

年はハレー主主民接近探査に成功し，今年は誕生し

た詐りの「ぎんが」が，早速超新民に挑もうとし

ている。今や我が l到の宇宙空間観測は，大輸の花

がl咲いていると iふえるであろう。自らもその一興

を担いながらニれを限の辺りにすることが出来て，

私は本当に幸せだったと思う。誰彼なしに，関わ

りのあった方々にお礼を云って I~I りたい気持ちで

ある。

この 3 月末を以て，私は'下宿ji}fを{平年退宵する。

多士済々の字'山・石 If のこと故.今後また新しい目標

を得て一層の発展が続くものと信じている。多分

理学には心配がないのであろうが，多少なりとも

懸念があるとすれば，それは工学的将来である。

停ては発展途上町通例として，T.さずは研究の題材

にはこと欠かなかゥた。然 l "f 成りな水単に迄技

術が達 l. 事業日 1や字 Hi メーカの 7糾u も進んだ lJl

イE，宇宙開 f としては何をやれば艮いのか，工学の

人には是 JI 一実卵 lに考えて I且きたいと思う。

(のむら・たみや)

起調 i M.1.戸大 7ゼラン主に出現して

世界中町天文台は大忙しのよって -vt 。

でも子忽ほど消光せず.ちょっとが

っかにこれから先 X線がドパッと

やってくれば「ぎんが」も幸せなのですが

この号にて制集委只会は一応任期満了。さて末

年度内産 Qぶれはどうやって決めるのやら。(的 III )
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